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Abstract: － In this paper, the moUuscan fossils, mainly bivalves, from the basal part
of the Izumi Group at Ishiburo of Saijho City　in Ehime　Prefecture, Shikoku, are
treated in biostratigraphical and palaeoecological points of views. The fossil loca-
lity of Ishiburo is determined to the upper Lower Campanian (Middle･ Campanian) by
the occurrences of Ｉｎｏｃｅｒａｍｉふｓ（Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒｏｒａｕｓ)schmidti and /. (S.)ｓａｃＫａｌｉｎｅｎｓiｓ.
The occurrences of the genera, Acila,ＰｃｒｉＤｌｏｍｖａ,Ｍｖｒｔｅａ,Ｉｎｏｃｅｒａｒｒｕ↓ｓａｎｄ Ｎａ几Ｏ-
ａａひIS,are suggested that the mudstone of this･fossi! locality was fabricated under the
offshore condition of pure marine circum environment.
は　じ　め　に
　四国の和泉層群二枚貝化石については, Yehara (1923), Kobayashi and Amano (1955).
Nakano (1957)による三角貝の記載を除けば，古生物学的に取扱かわれた事は殆どなく，野田・
田代(1973)の松山市道後姫塚の二枚貝化石リスト，田代(1985)の香川県下の二枚貝化石リスト
や，地質調査に伴ってあげられた産出化石リスト（たとえば，原田, 1965；岡村・他, 1984など）
があげられる程度である．，
　本論文では，愛媛県西条市石風呂から採集した二枚貝・他の化石を紹介し，あわせて，二枚貝を
中心に，その産出の意義について言及する．標本の採集は主に佐光と中村があたり，田代が化石の
同定にあたった．なお，標本は，高知大学理学部地学科教室に保管する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　化石産地付近の地質
　今回報告する和泉層群の二枚貝化石は，愛媛県西条市の東方の瀬戸内海に面した海岸近くの石風
呂の崖から産したものである．この産地は，新居浜市に隣接している．
　産地付近は，暗灰色のシルト岩の厚層と砂岩の互層であり，化石は散点的に産する．この露頭
（崖）以外には周辺には殆ど露頭はない．しかし，そめ層序的な位置関係は，さらに東方め神谷ｉ
広谷，一本松付近に分布する小露頭を観察することによって推定する事が出来る．
　本露頭は，周辺の小露頭を含めた観察と，中野(1953),原田(1965),岡村・他(1984), Nakagawa
(1961), Matsumoto ed. (1954)などの松山市周辺の地質学的諸研究を参考にして推定すれば，和
泉層群基底部近くのシルト岩層にあたると思われる（岡村他による山之内層Ａ部層中部～上部；
Nakagawaの黒滝層；原田による下部亜層群Ａ部層; Matsumoto ed. による高縄半島のａ十ｂ
部層など）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　＊高知大学理学部　地学教室
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図１　化石産地（Ｐ）とその位置図（国土地理院25000分の１地形図〔西条〕を使用）
産出化石とその産状
西条市石風呂から産した貝化石は次の通りである.
Ｎｕｃｕla（?）Sp･・･･・.（Ｒ）
Ａｃｉｋt(Truncacila) sp., aff. A. iT.) shimoiimensis Tashiro ･･･・.　（Ｒ）
Nanonavis brevis Ichikawa et Maeda ‥‥.（Ａ）
I几ｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｓｐｈｅ几ｏｃｅｒａｍｕｓ)sachalinensis Schmidt .‥‥（Ｒ）
/. (S.) schmidti Michael .‥‥（Ａ）　　　　　　　’j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶●　　　●¶./.（Ｃｏｒｄｉｃｅｒａｍｕｓ）ｖｕａｓａｉNoda 　（Ｒ）
/.（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ)bulticus ｈ峨。ｓ B6hm.‥‥（Ｃ）
Ｍｙｒtｅａａｒ!ｇｕlaｒiｓTashiro　‥‥.（Ｒ）　　　　　　　　　I　　‘詣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1？ｅΓφlomya sp･ ‥‥‥（Ｒ）
Ｔｅtｒａｇｏ几itｅｓｓp･， cf. ７･ ｐｏμ£ｅ４sis（Ｙａｂｅ）‥‥‥.（Ｒ）
Ｇａｕｄｒｖｃｅｒａｓsp･・・･・.（Ｒ）
　（Ａ）:多産（Ｃ）：普通，（Ｒ）：稀　　　　　　’ニ
これらの他に，所属米決定の巻貝・ツノ貝・ウニなどが産する.
Ａｃｉｌａ,　Ｎｏｎｏｎａｕiｓ.1χ４:ｙｒtｅａ.Ｐｅｒｉｐｌｏｍｙａなどは両殼を閉じた（合弁）ものや殼は開いてい
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るが皺帯はく･つついているものが殆どで，離弁しているものは少ない．しかしイノセラムス類は殆
ど破片状に産出する．たとえば，殻頂近く殻高数ｃｍか10数ｃｍの部分が残され，その周辺部分は
破損しているか断片的にその一部がくっついている標本が普通でありＹまた成貝の腹縁部の一部が
破片状に産出する事もある（図版写真参照）．　　　　　　　　一一
　マトリックスは層理不鮮明な塊状の暗灰色シルト岩であり，しばしば，優白色の石灰質（？）の
砂粒状小片がゴマシオ状に混入している．
　一般に, Nucula, Acila, PeΓφlomya, Nanonavis,Ｍｙｒtｅａなどの二枚貝は，やや深めの
泥底に棲む貝であると考えられる（たとえばStanley, 1968).ここでは，浅海砂泥の環境を示
すような貝化石は含まれておらず，破片状の流れ込みの産状を思わせるイノセラムスや原形を保っ
たウニ化石の産状を合せて考えると，この石風呂における含化石暗灰色シルト岩は沖合のやや深め
の泥底の堆積物であると思われる．
　石風呂の東方約1,800 mの祝谷（新居浜市）からは，かつて三角貝ｙαａぶa japonica (Yehara)
が産出している(Kobayashi and Amano, 1955).この三角貝は，天草・甑島の白亜系姫浦層群
から普通に知られる大型の種で,･極浅海の砂泥堆積物中から得られる．石風呂と祝谷の位置関係は，
ほぼ走向方向の延長線上に並んでいて，祝谷の方が，石風呂よりも層序的に極くわずかに下位にあ
ると思われる．現在は，この三角貝を産した砂質堆積岩の露出は殆どなく，その上位の，石風呂と
ほぼ同層準の暗灰色シルト岩からは，筆者らの１人佐光が, Acila･sp. Ｉａｏｃｅｒａｎａｕｓsp. を得て
いる．また，この三角貝は，松山市道後や愛媛県温泉郡では，和泉層群の基底部直上の疎質砂岩・
粗粒砂岩中に特徴的に出現する種でもあり，石風呂の和泉層群における層序的位置関係を推測する
手がかりにもなる．
　石風呂化石産地近くの仏崎（石風呂の東方約300 m）から，かってBevahi£es aff. 1叩'parenti
（アンモナイト）とInoceramus (Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ)cf. schmid£iが報告されている(Matsumoto
and Obata, 1963).おそらく，石風呂の化石産地と同層準にあるものと思われる．
　また，石風呂付近の泥岩からは，保存良好なSpongodiscidaeに属する放散虫群が検出されて
いる（岡村他, 1984).
　アンモナイトＢｅｕahitｅｓ　Ｗs，のrangeはサントニアン後期からカンパニアンに及び，イノセ
ラムスは完全な同定(cf.)がなされていない．また，放散虫に関しても，時代決定に有力な群集
は得られていなかった．したがって，今回の石風呂産の多数の二枚貝化石から得られた古生物的情
報は本産地付近の岩相の堆積環境を論じる上にも，地質時代決定に関する上にも重要な材量を提供
している．
産出化石とその考察
○I几ｏｃｅｒａｍｕｓiSphe几ｏｃｅｒａｍｕｓ) schmid£iと7. ( S.) sachalinensisは共に　Inoceramus
心umanni groupのイノセラムスで，本邦白亜系に広く分布していて，その産出時代は，ほぼカン
パニアン前期の最後期(upper Lower Campanian)にかぎられている. /. (S.)ｓｃｈｍｉｄtiは北
海道の上部エソ層群・四国の櫛渕層，和泉層群基底部近く（松山市道後）から知られる. /. (S.)
sachalinensisは，上部エソ層群や九州の姫浦層群上部亜層群に知られている（田代, 1985).
○Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ）ｂｕlticｕｓｂ lticｕｓは，姫浦層群上部亜層群・道後の和泉層群・
櫛渕層・四国四万十帯有岡層から知られ（野田・1980 ； 田代, 1985),本種は，いずれの産地でも
/. (S.) schmid£I (or /. (S.)ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ）と同層準付近から出現しその上位( Upper
Campanian )に及んでいる．前２種が北海道から四国に多いのに対し，本種は一般に九州で多産
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　する．
　○I几ｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃｏｒｄｉｃｅｒａｍｕｓ）ｖｕａｓai.は，四国四万十帯中村層（愛媛県一本松）から記載され
　(Noda, 1974, 1980),道後の和泉層群からも報告された（野田・田代, 1973). .
　○心nonavis brevisは大阪の和泉層群から記載された種であり(Ichikawa and Maeda, 1958),
　本種は姫浦層群上部亜層群や道後・カネワリ，塩入り（いずれも四国）の和泉層群からも産出する
　（田代, 1985).その出現は，いずれも/. (S.) schmid£ｉ Zone に始まる.
　○Ｍｙｒtｅａ　ａｎｇｕlaｒiｓは，姫浦層群上部亜層群最下部かあるいは下部亜層群最上部付近に相当する
　鹿児島県長島薄井の白亜系（石灰質ナンノ化石によれば, Upper Campanian; 岡田尚武博士の
　私信による）から記載された種である(Tashiro, 1976)-.北海道浦河の乳呑川層の/. (S.)
　ｓｃｈｍｉｄtｉZone 周辺からも本種はみとめられる．　　　　　　”
　cAcila (.Truncacila) sp. aff. A. (.T.) shimojimensis.は，主にサントニアンからカンパニ
　アン最下部付近に知られるん(r.) hokkaidoensis (Naga。）よりも殼表の肋が密で，殻のふく
　らみも強い標本であるが，天草地方のカンパニアン後期から･マストリヒシアンに特徴的なA. (T.)
　shimojimensis Tashiro よりも殻表の肋は強く，数も少なく，Ｖ型の装飾が前よりになっている点
　で異なる．本種に同定される標本は，鹿児島県の甑島の白亜系最下部（姫浦層群上部亜層群Ｕ－Ｉ層）
　から多量に産する．　　　　　　　　　　　　　　く卜　犬
　○Ｐｅｒｉｐｌｏｍｙａsp. は，甑島の姫浦層群上部亜層群し－Ｉ崩（‘Tashiro, 1976)から記載された
・Ｆｅｒφlomya sp. と同種であり，新種の可能性の強い種である．マストリヒシアンに知られる
　j）.　nagaoi Ichikawa and Maeda (1958)よりも殼が小さくI，横に長い．
　　以上の事から，西条市石風呂の化石産地の地質時代は，かなりの精度で推定可能であり，その時
　代はカンパニアン前期の最後期(Upper-most part of the Lower Campanian)である．九州の
　姫浦層群上部亜層群のＵ－Ｕａ部層に対比され，北海道の上部エソ層群のInoceramus s池面ぶｉ
　Zoneにあたる．四国では，徳島の櫛渕層の化石産地（羽之浦市立江北方）と同時代と思われ，ま
　た，和泉層群では，松山市道後姫塚の化石産地と殆ど一致した時代観を示している．
四国各地の和泉層群二枚貝化石産地との比較･
　１．１道　後　姫　塚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･J
　道後姫塚の宅地造成に伴って産出した和泉属群基底部近くの二枚貝化石（松本, 1973 ； 野田・田代，
1973)は，イノセラムス類を除く殆どの種が基底疎岩直上の疎質砂岩・含疎泥岩から産している.
ＹａａｃＵａｊａｐｏｎｉｃａ.Ｇりｃｖｍｅｒiｓ（Ｇりｃｙｍｅｒitａ)japonica,£ｏｘｏｿﾞ叩onica, Apio函gonia (s. s.)
ｃｒａｓｓｏｒａｄｉａtａなどが疎質砂岩に, Nanonaリis breuis, Acila (7･runcacila) sp. aff. /1. （７.）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
shimojimensis, Apio£rigonia {Micro£rigonia) amanoi, PaΓりａ弓ussium yul･arenseなどが，含喋
泥岩から産する．後者の岩相は流れ込みによる一種のスタンプ堆積物であると思われる．一方，イノ
セラムスは, Inoceramus ＳＣんmidtiを始め/. bultiむ叫&?£i。Ｓ，I.　ｙｕａｓai他が知られるが，
これらは基底部の疎・砂の粗粒堆積物岩相よりも上位の暗灰色泥岩から産し，しばしば, Nanonavis
breuis, Paruamussium yubarense, Acila CTruncacila) aff.誌臨ojimensisなどを伴う．石風呂
の化石産地産の化石種はいずれも，この姫塚のものと共通する（/.ｓａｃｈａｌｉｎｅａｓiｓを除く）．その産
状は，姫塚の暗灰色泥岩からの産状に似ているが，姫塚では，イノセラムスの大部分は，ほぼ完全
な形態を残している点で異なり，おそらく石風呂でが，姫塚よりもやや沖合の様相を示していると考
えられる.　　　　　　　　　　　　　　　　　　’I”ダ
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　2.重信川上流奥黒滝
　愛媛県松山市東部の重信町山之内の奥黒滝では，和泉層群基低部近くの含疎泥岩（山之内層Ａ部層：
岡村・他, 1984)から, Acila (Truncacila) aff. shimojimensis,£0X0 iaponica,対面achlamys
（Ｎｉｐｐｏ几ｏｎｅｃtｅｓ）£amurai,Ｃｈｌａｒｎｖｓ sp., Gtりｃｙｍｅｒiｓ（Glｙｃｙｍｅｒitａ）ｊａｐｏｎｉｃａ, Ｏｓtｒｅａ　ｓp.，
Inoceramus bulticus bulti・ｓなど，浅深混在の二枚貝化石が産する．産状は，姫塚での含疎泥岩部
からの産状と似ていて，産出化石も共通する．
　３．香川県カネワリ・塩入り
　香川県高松市東方のカネワリ・平町東方の塩入りの和泉層群基底部近くから多種の二枚貝化石が
産する．筆者らの１人田代は，四国の和泉層群二枚貝化石について，松山市道後周辺の種とカネワ
リ・塩入りの種を含めて松山・香川の和泉層群産二枚貝化石としてリストした（田代, 1985),し
かし本文中には前者（道後）をコシキ型海生二枚貝フォーナ（カンパニアン中期）に，後者（カネ
ワリ・塩入り）を天草型海生二枚貝フォーナ（カンパニアン後期）に含めている．
　カネワリ・塩入りでの二枚貝化石は下の様に整理できる．
　砂岩:Yaaぷa obsoleta,£ｏｘｏ芦ponica, Nanonavis splendens,日'rachidontes nankoi, Opis
九〇kkaidoensis,ルnakusa£apes ｏｓ£us, Caestcorbula i Parmicorbula)obｓｏｌｅtａ，Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ
sp. (土器川上流）
　泥岩・シルト岩:Portlandia izumensis, p. iCnes£riella) cuneis£ｒ虹£a, Nanonauis brevis,
Inoceramus bulticus bul£icus, I. kunimiensis, I.必読ｏ£anensis, Thyasira sp., 　Cliｓｏｃｏｌｕｓ
(s. s.) japonicus, E:Γφhyla iaponica, Granocardium几φiponense, Tenea japonica, Plec£omya
ｓp･， Goniomya sp･， j）ｅΓφlomya nagaoi, PeΓφloma sp.
　上記リストのうち，石風呂産二枚貝と共通する種は, Nanonavis brevisとInoceramus bulticus
bulticusの２種で，姫塚産とでは, Nanonavis brむvis, Inoceramus bul£icus hl£icus,£0X0
ｊａｐｏＴｉｉｃａ，＆‘φhylaﾒ叩onicaぐらである．カネワリでは, Upper most Campanian を示すアンモ
ナイトＭｅ£aplacerぷceras ｓ岫£ぶｓ£ｒia£um (Matsumoto et al., 1980)が知られていて，これ
ら二枚貝化石種のうち, Nanonavis splen直明　Amakusa£ａμs ova£us, Clisoculus japonicus,
Ｐｅｒｉｐｌｏｍｙａ
　ｎａｇａｏｉ，
Ｏｐｉｓ ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｅａｓtｓ, Yaaぷa obsole£a, Caes£corbula ( Parmicorbula )
obsoleta, Inoceramus功挽ｏ£anensisなどは，天草地方や和泉山地・北海道などでは，カンパニア
ン最上部からマストリヒシアンに知られる種である．ただし，・愛媛県石風呂や姫塚の産地と共通
して言える事は，基底部近くの砂質岩には極浅海要素の強い貝化石を産するが直上の泥岩部はか
なり沖合の堆積環境を示す要素に豊む二枚貝でしめられている事である．唯一点，公海性を示相
するGlｖｃｖｍｅｒiｓ類の産出がこのカネワリ・塩入りでは観られない事は.大阪の和泉層群とと
もに興味深い．　　　　　　　　　　　丿
お　わ　り　に
　西条市石風呂の地質時代が松山市姫塚と殆ど一致すること，また石風呂以西の貝化石産地（例え
ば奥黒滝や温泉郡に点在する三角貝産地など）がいずれも，石風呂・姫塚の時代観と一致すること
など，これらの化石産地がいずれも和泉層群の基底疎岩の直上かその付近に位置することから考え
れば，極めて常識的な事である．ところが西条付近（新居浜の祝谷も含めて）以東の和泉層群基底
部は東方に向かって明らかに若くなる事は，二枚貝フォーナの変化からも支持され，この事実は須
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鎗(1966)による香川・徳島の和泉層群の分布とその構造がガン行状に東方へ積み重ねられた様な
配列を示している事でも明らかである．一方，西条市以西の和泉層群の分布は，原田(1965), N
akagawa (1961),岡村他(1984)をみるまでもなく，ごくオーソ･ドックスな堆積構造を示している．
この西方と東方での堆積構造・地質構造の違いと，それに呼応するかめように西方での時代観の一
致と東方での時代のずれ（東程若くなる）を示す二枚貝フォーナの存在は，期せずして一致してお
り，和泉層群の堆積盆が，カンパニアンの中期を境に変化している事を示して.いる．つまり，和泉
層群特有のガン行配列状の地質構造は，カンパニアン後期以降から形成されたと考えられる．
・和泉層群の二枚貝は２・３の例外を除き，その産出は殆ど基底部付近にかぎられている．基底部
直上の疎質砂岩からは, 　Ｙａｏｄｉａ，£0X0,Brachidontesなどの極浅海生の貝化石が産するが，その
層厚は極めて薄く，いずれも数10 cm～数ｍの範囲であり，その上位には，しばしば数ｍの含疎泥岩
（スランプ堆積物）が重なり，ここからは，深・浅混在の貝化石が産する．さらに上位の泥岩・シルト
岩からは，イノセラムス類やナノナビス類，さらにＰｅｒφlomya, Acila, Por£landia, Thyasira,
Ｍｙｒtｅａなどのやや深い生息環境を示す貝化石が産している．こめ関係は，天草上島に分布する姫
浦層群下部亜層群樋島層（田代他, 1986 ；本巻参照）にも観られるが，その変化は，和泉層群で，
はるかに急激である．おそらく，この現象は和泉層群の堆積盆が急速な沈降の場で形成された事を
暗示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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